
学校番号 3005 

令和３年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業(電気) 科目 電子回路 単位数 ２単位 年次 
３年 

(電子制御専科) 

使用教科書 電子回路（実教出版） 

副教材等  

 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 ２学年で学習した電子回路に関する知識と技術を基に更なる習得をするとともに，その応用技術

を実際に活用できるようにしていきます。 

 

2 学習の到達目標 

・電子回路に関する基礎的な知識と技術を習得させる。 

・習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電子回路に関する知

識と技術に関心をも

ち，その習得に向けて

主体的に取り組むと

ともに，実際に活用し

ようとする創造的実

践的な態度を身につ

けている。 

電子回路に関する諸

問題の解決をめざし

て自ら思考を深め，知

識と技術を活用して

適切に判断し，創意工

夫をしながら，それら

を表現する能力を身

につけている。 

電子回路に関する基

礎的・基本的な技術

を身につけ，知識と

技術に基づいた合理

的な作業を計画し，

その技術を適切に活

用している。 

基礎的・基本的な知

識を身につけ，さま

ざまな電気現象や電

子回路を応用する能

力が身についてお

り，技術的に対応す

ることができる。 

・各種の公式を正し

く理解し，正確に計

算ができる。 

評
価
方
法 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
４
章 

発
振
回
路 

○発振回路の基礎 

○ＬＣ発振回路 

○ＣＲ発振回路 

○水晶発振回路 

○ＶＣＯとＰＬＬ回路 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a: 発振の基本的な考え

方、発振回路の原理を理解

している。 

b: LC 発振回路、CR 発振

回路、水晶発振回路、PLL

回路に関心をもち、意欲的

に学習に取り組んでいる。 

c: 水晶発振回路の原理を

理解し、その特徴などに関

する知識を身につけてい

る。 

d: VCO を応用した PLL

回路について、その概要を

理解している。  

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

第
５
章 

変
調
回
路
・
復
調
回
路 

○変調・復調の基礎 

 

○振幅変調・復調 

 

○周波数変調・復調 

 

○その他の変調方式 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a: 変調と復調の概念を荷

物とトラックのたとえで

類推できる。変復調回路に

関心をもち，各回路の構成

や動作原理について理解し

ている。 

b: 振幅変復調回路の動作

原理が理解できる。 

ｃ: 周波数変復調回路の

動作原理が理解できる。 

d: 位相変調、パルス振幅変

調、パルス幅変調、パルス

位置変調、パルス符号変調

の概念が理解できる。 

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

後
期 

第
６
章 

パ
ル
ス
回
路 

○パルス波形と応答 

 

○マルチバイブレータ 

 

○波形整形回路 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:パルス回路に関心をも

ち、意欲的に学習に取り組

む。 

b: パルス波形の各部の名

称と定義を理解できる。 

c: トランジスタおよび

IC を用いた 3 種類のマル

チバイブレータについて、

その構成と動作原理を理

解し、それらの用途につい

ての知識を身につけてい

る。 

d: クリッパ、リミッタ、

スライサ、シュミット回路

について、その構成と動作

原理を理解し、それらの用

途についての知識を身に

つけている。 

 

ノートの

提出 

考査評

価，課題，

学習活動

により評

価する。 

第
７
章 

電
源
回
路 

○制御形電源回路 

 

○スイッチング電源回路 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

a: 制御形電源回路の構成

と各構成回路の働きを理

解し、変圧回路の変圧比、

消費電力を求める知識が

ある。 

b: 半波整流回路、全波整

流回路の動作原理を理解

している。 

c: 電圧変動率、リプル百

分率、整流効率の定義を

理解し、実際に求めるこ

とができる。 

d: スイッチング電源回路

の構成と動作原理を理

解しており、制御形電源

回路とスイッチング電

源回路の利点と欠点を

比較できる。 

ノートの

提出 

考 査 評

価，課題，

学習活動

により評

価する。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


